
主なマクロ経済指標 2012年 2013年
・ 人口　(百万人) 13.82 13.9 (2013)*1

・ 人口増加率　(%) 2.89 -

・ 実質GDP　(百万米ドル) 20,680 -

・ 名目GDP　(百万米ドル) 23,680 21,360 (2013)*1

・ GDP成長率　(%) 6.1 ~ 6.5 6.9 (2013)*1

・ 一人当たりGNI　(米ドル) 1,358*2 -

・ インフレ率　(%) 6.57 6.9 (Feb)

・ 消費者物価指数　(2009年=100) 126.1 (Dec) 127.3 (Feb)

・ 貿易収支　(百万米ドル) 1,067 36.47 (Jan)*3

・ 対日貿易収支　(百万米ドル) -97.48*5 -10.21 (Jan)*4

・ 輸出　(総額, 百万米ドル)*6 8,346 823.91 (Jan)*3

・ 対日輸出　(百万米ドル) 50.45*5 3.05 (Jan)*4

・ 輸入　(総額，百万米ドル)*6 7,279 787.43 (Jan)*3

・ 対日輸入　(百万米ドル) 147.94*5 13.27 (Jan)*4

・ 経常収支　(百万米ドル) -1,048 -

・ 対外直接投資　(百万米ドル) 3,448 (2011) -

・ 対内直接投資　(百万米ドル) 12,932 (2011) -

・ 金・外貨準備高　(百万米ドル) 2,616 (2012末) -

・ 対外債務残高　(百万米ドル) 5,445 (2012末) -

・ 為替レート　(対米ドル) 5,100 ZMK 5.287 ZMW(Jan)*6

・ 主要政策金利　(現行，年利%) 9.09 9.25

・ 地方電化普及率　(%) 3.1 (2011) -

※ (　) 内の年月は，その年あるいは月の確定値／予測値

※ 小数点第３位以下四捨五入
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ザンビアの経済概況・月報（2013年2月）

2013年1月1日から通貨クワチャのデノミネーションが実施され，1,000

ZMK（旧通貨） = 1 ZMW（新通貨）へと通貨単位が変更となった。

主要輸出品目：銅／コバルト, 酒類, たばこ, 綿花

主要貿易相手国（輸入）：南アフリカ 26.1%, コンゴ（民） 22.1%, 中国
9.7%, 英国 4.8%, 日本 4.7%

主要貿易相手国（輸出）：スイス 41.0%, 中国 20.6%, アラブ首長国連邦
11.9%, コンゴ（民） 8.2%, 南アフリカ 6.4%

ザンビア中央統計局（CSO）の数値。
1USD＝5.287 ZMW（2013年1月のザンビア中央銀行為替相場）を用いて
換算
財務省貿易統計の数値。
1USD＝81円（2013年1月の日銀基準外国為替相場）を用いて換算

財務省貿易統計の数値。
1USD＝79円（2012年（平均値）の日銀基準外国為替相場）を用いて換算

エコノミスト・インテリジェンス・ユニット（EIU）の予測値

購買力平価（PPP)による一人当たりGNI

＜2013年1月＞

主要輸入品目：銅／コバルト関連品, 機械類, 輸送機器, 油製品, 繊維

*3'

/4'

主要な経済ニュース（２月） 
 

・  “非伝統的産業，66％の割合で成長中” (Daily, 7日)  

ザンビア開発庁(ZDA)は，非伝統的産品の輸出が66％の割合で成長している

と発表。2011年には17億米ドルだった輸出高は，2012年には28億米ドル相当

を記録した。  

・ “ザンビアの貿易開放性，域内で最も高いが課題あり” (Daily, 7日)  

東南部アフリカ市場共同体（COMESA）は，ザンビアの貿易開放性が域内で

は最も高いとしつつも，サービスセクターにおいては課題がある，との見解。 

・ “ザンビアでの自由貿易政策，容認すべき” (Daily, 8日)  

公正取引委員会（CCPC)は，市場へのアクセスにおいて有利となるためには

ザンビアが引き続き地域レベル及び国際レベルの双方で自由貿易政策を追求

すべき，とした。 

・ “ザンビア中央銀行，マイクロファイナンス機関の合併を促す”  (Times, 

12日) 

ザンビア中央銀行（BOZ）は，金利を引き下げることに苦慮しているノンバンク

等金融機関に対して，強固な基盤となる資金を確保するために他のマイクロ

ファイナンス機関と合併することを促した。 

・“ザンビアの投資環境はべスト - 駐ザンビア米国大使” (Times, 14日) 

マーク・ストレラ駐ザンビア米国大使は，ザンビアが観光業のポテンシャルを有

していることに加え，アフリカ諸国の中でもベストな投資環境である，と述べた。 

・ “ザンビア政府，ビジネス・プランに基づいて行動” (Times, 18日)  

ザンビア政府は，2013 Doing Business Action Planを実施し始めた。同アク

ションプランは，ザンビアのビジネス環境改善のための，特定の方策を概説し

ており，世銀によるDoing Businessランキングにおけるザンビアの位置づけを

20ポイント上げることを目指す。 （注：ザンビアの2013 Doing Businessランキ

ングは，94位（2012年は84位）。） 

・ “デンマーク，ザンビアに8,900万米ドルの支援”  (Times, 18日)  

デンマーク政府は，コッパーベルト州のンドラ，ルアンシャ，マサイティにおける

水及び衛生サービスの改善のため，ザンビア政府に対して8,900万米ドルを支

援した。  

・ “世銀，ザンビアを含む13カ国に150万米ドルの支援”(Times, 20日) 

世銀のマルチドナー信託基金（MDTF）は，ザンビアと他の13カ国に対して，

キャパシティ・ビルディングと技術支援プログラムに，少なくとも150万米ドルを

支援する旨，表明した。 

・ “ザンビア中央銀行，安定した経済成長を見込む” (Daily, 22日)  

ザンビア中央銀行は，農業，製造業，建設業での顕著な実績により，2013年

前半期のザンビア経済見通しは良好なものとなる，と見込んでいる。 

・ “ザンビア政府，ケニアからの輸入品に対して課税” (Times, 25日)  

ザンビア政府は，ザンビアからの何百トンにも及ぶ砂糖がケニアの税関当局に

より入国拒否されたことへの対抗措置として，ケニアからの全ての輸入品に対

して課税することを決定した。  

・ “ザンビア政府とJICAが議事録に署名” (Daily, 25日)  

ザンビアにおいて，Kaizen Institute of Zambia（KIZ)のコンセプトと技術を実施

するため，その枠組みの提供が可能となることを確認する議事録に，ザンビア

政府とJICAが署名をした。  

・ “ザンビアの貿易額は4.9％の割合で増加中” (Daily, 26日)  

ザンビアの貿易額は，2012年の第2四半期に記録した39億米ドルから，41億

米ドル以上に増加している。 

・“ザンビア政府はクワチャ安を食い止めている” (Times, 27日) 

アレクサンダー・チクワンダ財務大臣は議会の場で，ザンビア政府はクワチャ

安の進行を抑え，ザンビアを信頼できる投資先として維持するために，強硬な

手段をとっていると述べた。 

・ “ザンビア，イスラム銀行協会に加入” (Daily, 28日)  

ザンビアにおいてイスラム銀行のモデルを取り入れるため，ザンビアはイスラ

ム銀行協会の会員となった。 

 

＜ザンビアの税制度＞（出典：ザンビア歳入庁） 
 

％35 法人税： 

但し，農業及び非伝統的産品（銅やコバルトを除く全ての輸出

品）に係る収益に対しては15％の課税，ルサカ証券取引所に

上場している企業に対しては33％課税。また，25万クワチャを

超える収益のある金融機関に対しては，40％課税。 

 

付加価値税 (VAT):  16％ 

特定の品目・サービスについては，ゼロ関税あるいは免税。 

VATの登録は，1995年のVAT法第4条に定められているとお

り，標準関税及びゼロ関税のモノ・サービスを扱い，課税可能

な粗利益が年間20万クワチャを超える全ての販売業者及び供

給業者に義務付けられる。（粗利益が年間20万クワチャを下

回る業者に関しては，登録は任意。） 

 

関税:  輸入関税は以下３分類 

       25%      最終製品 

       15%      半製品 

   0 – 5%    原材料，資本財 

 


